
資

科

最

近

の
佛

國

政

治
事

情

松

尾

正

路

三
六
年

六
月
以
來

の
所
謂
人
民
職
線

な
る
も

の
が
フ
ラ

ン
ス
の
財
政
維
濟

の
危
機
を
深

め
、
文
化

の
諸
領
域

に
於

て
も
或

る
種

の
沈

滞

と
疲
勢
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
巴
里

の
日
常

生
活

に
於
け
る
直
接
経
験

と
し

て
否
み
難

い
事
實

で
あ

つ
た
。
ま
こ
と
に

フ
ラ

ン
ス
人
民
職
線

の
最

初
の

一
ヶ
年

は
、
こ
れ

ら

の
危
機

と
政
治
的
不
安

に
加

へ
、

ス
ペ
イ

ン
職
争

の
砲
聲

と
猫
逸

の
擾

頭

に

怯

え
た
曙

澹
た
る

一
ケ
年

だ

つ
た
。

ブ
リ

ユ
ム
に
課

せ
ら
れ

た
総
括
的
な
問
題

は
、

彼
自
身

が
そ

の
首

頭
で
あ
る
枇
會
窯

と
急
進
肚
會

窯
及
び
共
産
窯

の
支
持

の
下

に
如
何
な

る
程
度
ま

で
彼

の
政
治
的
就
會
的
改
造

が

フ
ラ

ン
ス
の
奮

ブ
ル
ジ

ヨ
ア
就
會
機
構

の
申

で
實

現
さ
れ
得

る
か
、
と

い
ふ

根

本
的
な
問
題

に
懸

つ
て
ゐ
た
。
然

る
に
、
ブ
リ

ユ
ム
内
閣
成
立
當
時
、

フ
ラ

ン
ス
は
、
各
種
重
要
産
業

は
も
と
よ
り
、
水
泳
場

の
從
業
員

に
至

る
ま

で
、

一
般
勢
働
大
衆

の
大
罷
業

の
渦
申

に
あ
り
、
ま
た
既

に
ラ
ヴ

ア
ル
の
タ

フ

レ
政
策

の
結
果

と
七

て
、略
ブ

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

一
四

一



一
四

一.一

リ

ユ
ム
の
肚
會
経
濟
政
策
を
困
難
な
ら
し
め
る
幾
多
の
曙
礁
が
待
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
更
に
」
人
民
戦
線
を
支
持
す
る
フ
ラ
ン

次

の
肚
會
贋
と
、
こ
れ
を
代
表
す
乃
政
治
勢
力
の
分
配
は
董
わ
そ
れ
の
利
害
と
要
求
に
於
て
將
來
の
分
裂
を
豫
想
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
ラ

ラ
ン
ス
の
就
會
全
般
が
重
苦
し
い
室
氣
に
つ
」
ま
れ
て
ゐ
た
、
そ
こ
に
は
日
本
の
あ
る
入
達
が
信
℃
で
ゐ
た
や
う
な
人

民
職
線
的
麦
化
と
も
樗
す
べ
き
文
北
葡
撚
情
瀞
揮
動
倣
見
當
ら
す
、
輕
濟
不
況
に
瑞
ぐ
巴
里
市
民
の
無
氣
力
が
目
に
つ
く
ば
か
り

だ
つ
た
。

人

民

職

線

と

政

蕪

.

、

、

ヤ

∵

し

'

三
武
年

五
月
四
日
総
擢
墨

の
結
果

は

下
院

議
損

六

一
八
名
申
、

急
進
就
會
黛

(寄

島
o器
N

8
∩竃
剛ω8
¢)

}

一
五
名
、

継
會

窯

(Qゆ
O
O
一陣
嵩
qD
再⑦
oo
口
昌
剛h四中ω)

一
四
六
名
、

共
産
窯

(O
。
ヨ
ヨ
き

馨
。
。。)
八
二
名
、

と
な
り
、

多
歎
蕪

の
赴
會
窯
首
領

レ
オ

ン
.
ブ
リ

ユ
ム

が

サ

ロ
オ
内
閣

の
後

を
受

け
て
首
相

と
な
り
所
謂
人
民
職
線
内
閣
を
組
織
し
た
。

こ
の
内
閣

は
大
臣
数
二
十
名

の
申
鴇
祉
會
窯

一

一
名

、
急
進
就
會
窯
九
名
、
共
産
窯
は
蕪
書

記
長

モ
リ

ス
・
ト

レ
ー

ズ
の
名
を
も

つ
て
入
閣
を
拒
否
、
閣

外

に
あ

つ
て
薪

内
閣

を

支
持
す

る
方
針
を
と

つ
た
。

上

記

の
如
く
入

民
職
線
を
構
成
す

る
政
窯
は
急
進

批
會
窯

注
肚
會
窯

が
、
伯
仲

、
共
産
窯

は
最
下
位

に
あ
る
が
、

こ
の
藪

字

の

分
配

は
必
す
し
も
各
政
窯

の
思
想
傾
向

や
政
治
勢
力

の
表

現
ど
な

つ
て
は

ゐ
な

い
。
左

翼
思
想
を
申
心
と
し

て
考

へ
る
場
合
、
共

産
窯

か
ら
最
も
遽
距
離

に
あ
る

の
は
急
進
就
會
窯

で
あ

つ
て
肚
會
窯

で
は
な

い
、
即
ち
右

に
急
進
肚
會
窯

、
左

に
共
産
窯
を
持

っ

杜
會
窯

は
、
そ

の
右
端

が
急
進
就
會
窯
、の
急

進
分

子
と
左
端

が
共
産
窯

の
右
翼
分
子
か
ら
成

る

フ
ラ

ン
ス
左

翼
政
窯

の
申
軸

で
あ

つ
て
、

一
九

=

一年

、
ジ

ヨ
レ
ス
、
ト
ー

マ
、

ル
ノ
ー
デ

ル
等

に
よ

つ
て
組
織

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ジ

ヤ

ン
。
ジ

ヨ
レ

ス
以
來



入

道
主
義
的
肚
會
主
義
を
も

つ
て
出
嚢

し
た
と

の
就

會
窯

が
、
そ

の
革
命
的
な
思
想

に
も
拘
ら
す

、
第

三
イ

ン
ク
ー

ナ

シ
オ

ナ
ル

共
産

窯

の
革
命

主
義
か

ら
な
全
く
猫
立
し
た

フ
ラ

ン
ス
就
會

主
義
を
現

し

て
ゐ
る
こ
と
は
云
ふ
ま

で
も
な

い
、
、
一
九
二
〇
年
肚
會

窯

が

毎
ス
ね
ー

に
代
表
者

を
逡
り

、
・
爾
後

コ
ム
イ

ン
テ
ル

ン
の
支
駕
を
受
け
る
や
否
や

の
大
問
題

に
逢
着

し
た
時

、
就
會
窯

の
大

分

裂

が
始
り
、
現
在

の
共
産
窯
が
生
れ

た

の
で
あ
る
。
経

濟
組
織

の
改
革

を
主
眼

と
し
、

ジ

ヨ
レ
ス
の
入
道

主
義

的
立
場

に
あ

つ

た
ブ
リ

ユ
ム
は

ヴ
オ
ル

シ

エ
ヴ
イ

ス
ム
を
拒
け
、

危
機

に
瀕

し

た

肚
會
裳
内

に
止
ま

つ
た
。

ブ
リ

ユ
ム
が
文
藝
欄
を
澹
當
し
た

「
ユ
ー

ヤ

昌
テ
」

は

こ
の
時
以
來
共
産
窯

の
機
關
紙

と
な
り
、
就
會
蕪

の
機
關
紙
は

「
ポ

ピ

ユ
レ
ー

ル
」

に
攣

つ
た
。
現
在
就
會

蕪

の
地
盤
は

フ
ラ
シ
ス
の
北
部

、
申
部

、
リ

ヨ
ン
等

工
業

地
嘔

の
組
織
化
さ
れ
た
榮
働
大
衆

で
あ
る
が
、
大

工
業

を
持
た
な

塾
南

蔀

地
方
、

ロ
ー

ヌ
、

プ

ロ
ヴ

ア

ン
ス
に
及

び
、
こ

の
地
方

の
急
進
的
な
農

民
小

地
主
を
も
加

へ
て
ゐ
る
。

急
進

肚
會
黛

は
所
謂
小
市
民
的
も
し
く

は
小
ブ

ル
ジ

ヨ
ワ
的
枇
會
主

義
と

い
ふ
意
味

で
最

も

フ
ラ

ン
ス
的
な
政
窯

で
あ
る
。
肚

會

的
生
活
的

に
は
保
守
的
な
現
實

主
義
者

で
あ
り
な

が
ら
思
想

的
に
は
左
翼

の
味
方

と
し

て
、
時

に
は
枇
會
窯

の
領
域

に
ま

で
進

出
し
た
り
共
産
窯

と
握
手
し
た
り
す
る
程

の
左
翼
的
習
性
を
持

つ
て
ゐ
る
。
然

し
多
少
な
り
坂

謄
な
就
會
制
度

の
攣
革
や
改
造

が

實
際

問
題
と
し

て
登
場
す
る
場

合
、

つ
ね
に
之

に
反
封
す

る
人
達

で
あ

る
。
肚
會
窯

と
と
も

に
人
民
職
線

の
二
大
陣
螢

を
構
成

し

な

が
ら
、

ブ
リ

ユ
ム
の
全
権

委
任
案

が
、
殆
ど
急
進
肚
會
窯

か
ら
成

る
上
院

で
否
決
さ
れ
届

の
は
こ

の
爲

め
で
あ

る
。
急
進

肚
會

當
而
の
地
盤
は
農

村
都
市

、
殊

に
地
方
小
都
市

の
大
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
で
も
な
く

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
で
も
な

い
人
達

で
あ

る
。

人
民
職
線

の
戌

立
と
大
罷
業

人
民
職
線
政
府
の
肚
會
政
策
は
當
時
の
逼
迫
し
た
敢
會
情
勢
か
ら
甚
大
な
影
響
と
支
配
を
受
け
た
。
三
六
年
五
月
二
六
日
、
ブ

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(松
尾
)
,

獅
四
三



】
四
四

ラ

γ
ス
の
金
屡

工
業

地
匿
、

サ

y
.
》
ウ

ア

ン
、

ル
ヴ
ア

ロ
ア
、
'
フ
ル
ベ
イ

ユ
、

ぜ
ラ

ツ
ク
ー

ル
等

に
W彼
生
心
た
罷
曲業
は
次
第

に

総
罷
業

工
場
占
擦

の
形
勢
を
と
る
に
至

つ
た
。

六
月

二
日
に
は
巴
里

の
金
属

工
場

一
九

六
が
勢
働
者

の
手

に
落
ち
化
學

工
業

、
印

刷
、
食

料
品

工
場

に
ま
で
及
ん
だ
。

ブ
リ

ユ
錠
内
閣

が
成
立
し
た
六
月
四

日
、
巴
里
地
匠

の
罷
業
金
屡

工
場
三
〇
〇
、
そ

の
他
石

柚
、
製
紙
、
織
物
工
場
、
ト

ラ
ツ
ク
、

一
部

の
カ
フ

エ
、

レ
ス
ト
ラ

ン
ま

で
罷
業

に
参
加
し
た
。
巴

里
赤
色
地
帯

で
は
警
官
隊
が

非
常
警
戒
線
を
張
り
、
地
方

で
は
憲

兵
隊

が
治

安
維
持

に
當

つ
た
。
五
日

の
新
聞

「
ユ
ー

マ
昌
テ
」
は

フ
ラ

ン
ネ
全
國

の
罷
業
者

総
藪

五
十
萬

と
計
算

し
て
ゐ
る
。
六

日
の
朝
は

「
ユ
ー

マ
ニ
テ
」

「
ポ

ピ

ユ
レ
ー

ル
」

を
除

き
巴
里
新

聞

の
休
刊
を

み
る

に
至
わ

た

、
九

日
、
十

日
、
十

一
日
に
至

る
ま

で
、
リ

ヨ
ン
、

ボ
ル
ド

す
、

ル
ア

ン
、
ヵ

か
ー
、
.
ヂ
イ
ジ

ヨ̀
ン
等

、
ラ

ラ
ン
ス
の
重
要
「都

市

に
於
け
る

工
場

、
各
種
組
合
從
業
員

は
殆
ど
罷
業

に
参
加
し

て
し
ま

つ
た
。

こ

の
大
罷
業

と

工
場
占
擦
は
共
産
黛

の
地
琶
、
イ

ス
イ
、

サ

ン
.

手
ウ

ア

ン
に
端
を
嚢
し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
ガ
、
此
堤

に
人
民

職
線
政
府

の
政
策
と
し

て
最
も
吾

々
の
注
意

液
便
す

る
こ
と
は
、
こ

の
大
罷
粟

の
渦
中

に
あ

つ
て
ブ
リ

ユ
ム
が
共

産
蕪

及
び
C

.

G

.
T

(
勢
働
総
同
盟
)

に
入
閣

を
懲
想
し
た

こ
と

で
あ
る
。
共
産
窯

は

「
大
衆

の
閣
損
」

と
し

て
人
幌
職
線

の
合
法
的
政
府
を

監

親
統
卒
す
る
と

い
ふ
立
前
か
ら
、
C

.
q

.
T

は

一
週

四
十
時
間
制

の
即
碍
實
行
等
を
要
求
し

つ

ム
、

い
つ
れ

も
正
式

に
入
閣

を

拒
絶

し
た

が
、

こ
の
事
實

は
そ

⑱
後

の
フ
ラ

ン
久
榮
働
者

の
心
理

に
大

影
響
を
與

へ
一
裾
業

の
流
行

、
生
産
力

の
低
下
、
物
債

騰
貴

に
加

へ
外
交
上

の
危
機

に
直
面
し
た
人
民
職
線
政
府

が
事
實

上

の
崩

壊
を
飴
儀
な
く
す

る
に
至

つ
た
原
因

と
な

つ
て
ゐ
ゐ
。

ブ
リ

ユ
ム
は
政
棲
を
握

つ
た
翌
日
、
罷
業

牢

の
勢
働
者

側
の
要
求
、
團
膿
契
約
権
、
有
給
休
暇
制
、

一
週

四
十
時
間
制

の
即
時

裁

決
を
約
束

し
、
六
月
七
日
、
ブ
リ

芦
ム
及
び
内
務
大
臣

サ
ラ

ン
グ

ロ
の
斡

旋

に
よ
り

、
巴
里

地
匠
を
合

せ
佐

金
薦
機
械

工
業
者

側
代
表
者

(
フ
ラ

ン
ス
産
業
聯
盟

)
と
C

・
G

・
T

の
委

屓
之
が
オ
テ

ル
・

マ
チ

昌
ヨ
ン
に
會
談

も
凋
有
名

な

、
マ
チ

ニ
弓
ツ
協



調
」

が
成

立
、
殆
ど
艸労
働
者
側

の
完
全

に
近

い
勝
利

に
絡

つ
た
。
C

書
G

・
T
書

記
長

レ
オ

ン
・
ジ

昌
オ
書
は
全

フ
ラ

ン
ス
に
向

ひ
、
勢
働
者

の
薪

時
代
出
現
を

ラ
ヂ

オ
に
よ
つ
て
叫

び
、げ
勢
働
者

の
生
活
條
件
は
昇
給

三
割

五
分

に
等
し
く
改
善

さ
れ

た
、
・と

云

づ

で

ゐ
る
が
、
、
・「
マ
チ

昌
ヨ
ン
協

調
」
・
で
は
最
低
賃
金

一・割

五
分
ま
で

の
昇
給

と
な

つ
て
ゐ
る
。

三
七
年

の
夏
、
僕

は
度

々
附
近

の
市
螢
室
内

プ
ー

ル

へ
泳
ぎ

に
で
か
け

た
が
、
此
塵

の
從
業
員
も
罷
業

の
仲
聞
だ

つ
た
こ
と
を

思
び

出
し

、
覧脆
衣
室
め
樂
書
に
も
當
時

の
孚
議
風
景
を
し

の
ば

せ
る
も
の

が
あ

つ
て
面
白

か
つ
た
。

ソ
ヴ

イ

エ
ツ
ト
派

、
右
翼
、

共
和
派
等

、
入
り
齪
れ

た

フ
ラ

ン
ス
の
縮

圖
を
示
す
観
を

呈
し

て
ゐ
た
が
、

「
全
世
界

の

」

と
書

い
た
側
に

「
レ

オ
ン
.
、
ジ

ユ
オ
ー

は
艸労
働
者

の
尻
馬

に
乗

り
た

備
善
者

で
あ
る
」
・と

い
ふ

の
が
あ

つ
た
。
僕

は
C

・
「G

・
T

の
書

記
長

が
備
善
者

で

あ
る

か
ど
う
か
は
知
ら
な

い
が
内

フ
ラ

ン
ス
全
國

に
五
百
萬

の
メ

ン
バ
ー
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
、
中
小
粕ハ
ト

η
ン
階

級

に
ま

で
挑
職
し
、
罷
業

の
指
導
者

、
人

民
職
線
政
府

の
監

覗
者

と
な

つ
て
ゐ
る

「
フ
ラ

ン
ス
勢
働
総
同
盟
』

は
酒
就
會
蕪

の
場

合

と
同
様
、

ソ
ヴ
イ

エ
ツ
ト
革
命
以
來

コ
ム
、・、
ユ

ニ
ス
ト
と

の
間

に
分
裂
を

生
じ
、

一
九
二

一
年

リ
ー

ル
の
大
會

で
は
戴
然

と
二

派

に
別
れ

た
。
そ

の
後

、

一
九
三

四
年

二
月
、

プ
ア

シ
ス
ト
勢

力

に
封
抗
、
合
流

の
氣
蓮
を
生

じ
、
三
六
年

三
月

、
ト
ウ
ル
ー
ズ

の
大
會

で
正
式

に

一
團
と
な
り
、
七
月

の
犬
罷
業
を
指
導
し
た

の
で
あ
る
。

一
週

四

+

時

間

制

人
民
職
線
政
府
の
肚
會
政
策
申
、
巴
里
の
生
活
様
式
に
最
も
直
接
的
な
影
響
を
與

へ
た
も
の
は
何
と
云
つ
て
も

一
週
四
十
時
間

制
で
あ
る
。
四
十
時
制
は
各
種
産
業
、
螢
業
者
側
に
蜀
し
て
同
時
に
施
行
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
最
初
は
三
六
年
十

一
月

一
日
、甲

炭
坑
榮
働
者
に
適
用
さ
れ
、
漸
次
他
の
産
業
部
門
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
然
し
前
述
の
如
く
、
逼
迫
し
た
肚
會
状
勢
か
ら
生
れ
、

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(松
尾
V

】
四
五



一
四
六

至

急

實
施

を

飴

儀

な
く

さ
れ

た
爵

め
、

こ

の
四

十
時

制

も

亦
紛

璽

原

因

と
な
つ

た

。

㌃

〔

、

π

,

」

、f
.'

三
七
年

三
月
三
十

一
日
の
施
行
令

に
依
り
、
,巴

里
で
は
多
く
凹の
商
店
が
四
月
三
巴

(
土
曜

)
、
四
日

(
日
曜
)
,
五

日

(
月
曜
〉
に

休
業

し
た
。
即
ち
、

『
週
四
十
時
間

を

一
日
八
時
間
榮
働
と
し

て
五
日
間

に
分
配

し
、
、残
り

の
二
耳
N
土
曜
日
曜
馬

若
く
は

巳
曜
,

月

曜
を
休

日

(
有
給

)
乏
す

る
0
で
あ
る
。
然

る
に
四
月
二
十
日

に
は
巴
里

の
各
商
業

地
匿

の
店
員
達
が
街
頭

に
進
出
し
、

「
閉

め
ろ
1
閉

め
ろ
ー
」

と
叫
び
な
が
ら
四
十
時
制

の
實
施
検
察

と
示
威
運
動
を
始

め
、
地
方

の
都
市

で
は
休

日
の
午
後
開
店
し
た
商

店

に
他

の
商
店
員

の
群
が
侵
入
、
即
時
閉
店
を
迫
る
な
ど
、
店
主
側

の
陣
螢

は
法
律
と
使
用
人

の
氣
勢

の
前

に
平
、伏
す
る
ば
か
の

で
あ

つ
た
。

こ
の
時

の
小
費
商
店

に
關
す

る
四
十
時
間
制

は
食
料
品
店
を
除

外
し
た
も

の
で
あ

つ
た
が
、
螢
働
省
は
食

料
品
店

に

關
す

る
施
行
令
を
五
月
三
日
ま

で
に
公
布
す

る
こ
と
を
襲
表

し

て
ゐ
た
。
こ
れ

に
封
し
食
料
品
店
組
合

は
、
四
十
時
制

に
伴

ふ
從

業

員

の
増
加
、
債

格
引
上

、
螢
業

の
特
種
性
、
更

に
萬
國
博
覧
會

の
季
節
等
を
理
由

に
反
封
し
、
從
業
員
側

は
、
西

十
時
制

が
五

月
三
日
ま

で
に
施
行

さ
れ
な

い
場
合
は
罷
業
断
行

の
氣
勢

を

示

す

に

至

つ
た
。

一
方

に
は
巴
里

の
劇
場
,
ジ

ネ

マ
、

、、、
ユ
ジ
ッ

ク
、

ホ
ー

ル
等

の
從
業
員

が
罷
業

を
始

め
、
巴
里
市
民

を
刺
激
し
た

が
、

「
ジ

ユ
ル
ナ
ル
」
紙

に
よ
れ
ば
、

シ
ネ

マ
、
「
、萬
ユ
ロジ
ッ
い

ク
.
ホ
ー

ル
の
部
分

的
な
閉
塞
を
見
た

の
み
で
、
、劇
場

は
す

べ
て
興
業

を
櫃
績

し
た
。

萬
國
博
覧
會

は
遅
く
も

四
丹

に
ば
開

か
れ
る
と
聞

い
て
ゐ
た
が
、
五
月
末

に
な
ほ
肋
骨
を
青
空

に
曝
し
、

セ
メ

ン
ト

の
塵

と
用

材

の
山

の
申

に
投
げ
出
さ
れ

て
ゐ
た
。
七
月
を
過
ぎ
八
月

に
至
る
も
各
種

の
イ
ノ
グ

ユ
ラ

シ
オ

ン
、が
行

は
れ
、
完

成
さ
れ
た

の
が

何

月
何

日

で
あ
る
か
巴
里
人
さ

へ
も
知
ら
な

い
q

勿
論

そ

の
聞
入
場
は
許
さ
れ

て
ゐ
た
が
、
結

極
赤
字
を
生
ん

で
閉
塞

し
た
。
博

覧
會

工
事

の
大
逞
延

の
理
由
は
、
先
づ
博
覧
會

の
性
質
が
失
業

救
濟
を
目
的

と
し
た
魅
會
事
業

で
あ
り
、
封
外
的
な
意
味

よ
り
ゑ

多
く
封
内
的
事
情

に
由
來
し

て
ゐ
た
こ
と
、
從

つ
て
國
家

の
名
魯
の
下
に
奉
仕
的
な
螢
力
を
榮
働
者

に
要
求
す

る
こ
と
が
不
可
能



で
あ

つ
た
。
こ

の
や
う
な
大
遅

延
を
生
じ
な
が
ら
當
事
春

の
責

任
問
題

さ
ぺ
起

さ
ぬ
フ
ラ

ン
ス
人
に
と
つ
で
は
、
博
覧
會

の
如
き

事
業

砦
國
家

の
名

碁
と
は
何

の
關
係

も
な

い
ぢ
し

い
の
で
あ
る
。

こ

の
心
理
的
事
情

の
裡

に
も
逞
延

の
有

力
な

理
由

が
あ
る

と
思

ム
。
然

し
、

「
ヤ
チ

昌
ヨ
ン
協
調
」
以
來
、
勝
利
者

の
自
畳
を
持

つ
た
榮
働
者

の
怠
業

が
主
因
と
な

つ
で
ゐ
る

こ
と
は
疑

ひ
得
な

い
9
更

に
邊
延
同
復

に
要
す

る
勢
力
増
加

に
と
も
な

ふ
莫
大

な
榮
銀
員
憺

を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、
遅

々
た

る
工
事
風
景
も
亦

極

め
て
人
昆
職
線
的
特
色

で
あ
る
。

こ
の
博
覧
會
開
期
中
、
最

も
大
き
な
波
紋
を
投
じ
た

の
は
、

ホ
テ
ル
、

カ

フ

エ
、

レ
ス
ト
ラ

ン
螢
業
者

の
罷
業
問
題
だ

つ
た
。

一
般

小
費
螢
業
者

,
食
料
品
店

、
ガ

ス
及
び
電
氣
事
業

、
理
髪
業
者

に
績

い
て
、

一
週

四
十
時

制
が
愈

々
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

の
番

に
廻

つ
て
來
た

の
で
あ
る
が
、
既

に
四
月
以
來

、

こ
の
傾
向
を
豫
知
し
た

一
部

の
螢
業

者
は
四
十
時
制
施
行

の
場
合

の
罷
業
を
宣

告

し
て
ゐ
た
。

(
セ
ー

ヌ
、

エ
、

オ
ワ
ー
ズ

の
レ

ス
ト
ラ

ン
、

ホ
テ
ル
業
組
合
)
そ

の
後

次
第

に
螢
業
者

の
團
結

と
反
封

の
聲

が

高

ま
り
、
ブ
リ

ユ
ム
は
大
禮
六
月
申

に
施
行
す
る

つ
も
り
だ

つ
た

ら
し

い
の
が
上
院

の
反
樹

に
よ

つ
て
延

期
さ
れ

て
ゐ
た
も

の
で

あ

る
。
こ

の
騒
動
申

に
ブ
リ

エ
ム
内
閣

が
僻
職

し
、

シ
ヨ
ー

タ

ン
内
閣

に
攣

つ
た
。
六
月
二
+
六
日

の
薪

聞
は

フ
ラ

ン
ス
全
國
三

十
萬

の
螢
業
者

が
結
束

、
四
十
時
制
施
行

の
場
合

の

一
齊

閉
店
を
報

じ
た
。

七
月
十
四

日
の
巴
里
祭
も

こ
の
罷
業

騒
ぎ

の
申

に
行

は
れ
た

の
で
あ

る
が
、
勢
資
争
議

に
馴
れ

た
巴
里

で

は

外
國

の
薪
聞
が
報
す

る

ほ

ど

瞼
悪

な
室
氣

が
街
頭

に
流

れ
る
こ
と
は
な

く
、
僕
自
身
も
罷
業

問
題
な
ど
忘
れ

て
ゐ
た
。
事
實

、
螢
業
者
と
從
業
員

の
封
立

に
よ
つ
て
閉
店

し
た
激

は
極
め
て
少
激

で
あ

つ

て
巴
里
全
市
中
五
十

に
も
足
り
な

い
程
度

だ

つ
た
、
結
局

、
C
・
G
・
T

と
螢
業
者

側

の
妥
協
鮎
は
、
料
理
人

及
び
地
下
室
從
業

者
は

一
週
五

日
、
他

の
カ
テ
ゴ
リ

イ
に
属
す
る
從
業
者

は

一
日
十
∴
時
間
以
上

の
勤

務
を
禁
ナ
、
と

い
ふ
程
度

に
落
着

い
た

の
で

め

は
な

い
か
と
思

ふ
。

こ
の
争
議

に
績

い
て
セ
ー

ヌ
河
水
路
蓮
搬
人
夫

の
罷
業

問
題

ま

で
嚢
生

し

た
が
、

一
般

に

.、Ω
呂

7
鼠
樽、、

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

一
四
七
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一
四
八

(
五

・
八
)
と
呼
ん
で
ゐ
る
四
十
時
制
は
、
小
費
螢
業
者

の
場
合

(
食

料
品
を
除
く
)
、
大
盟
弐

の
や
う
な
規
定

に
な

つ
て
ゐ
る
。
・'

週

休

日
を
交
代
法

に
よ

つ
て
施
行

し
事

全
週
間
を
通

じ
て
店
員
を
使
用

す

る

商
店

に
於

て

は
、

四
十
時
聞

は
六
日
聞

に
分
配
さ

れ

、
店
員

は

一
日

の
週
休

日
を
持

つ
。

店

員

に
共

同
週
休

日
を
與

へ
で

ゐ

る

商
店

に
於
で

は
、

四
十
時

聞
は
五
日
間

に
分
配

さ

れ
、

こ
の
共
同
週
休

日

の
他

に
更

に

一
日
の
共
同
休

日
が
與

へ
ら
れ

る
。
後

者
は
通
常

、

セ
ー

ヌ
の
デ

パ
ー
ト

マ
ン
で
は

日
曜

に

規

定
さ
れ

て
ゐ
る
。

こ

の
や
う

に
、
店
員

の
使
用
法

、
螢
業

の
種
類

に
よ

つ
て
週
休

貝

の
異

る
巴
里
で
は

、
自

炊
用

の
食
料
品
を
買

ふ
爲

め
に
も
、

床

屋

で
散
髪
す
る

の
に
も
、
百
貨
店

に
出

か
け
る

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
休
日
を
畳

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
更

に
正
午
よ
り

二
時

ま

で
が
休
業
時

聞
と
な

つ
て
ゐ
る
た
み
、
不
精
者

が
メ
ド

ロ
に
乗

つ
て
買
物

に
外
出
す
る
時
は
殆
ど

一
日
を
費
す

や
う
な

こ
と
が

あ

る
。
夕
方

街
を
歩
く
と
、

「
こ

の
店

は
月
曜

日
に
開

い
て
を
り
ま
す
」

と
大
き
な
字

で
注
意
書

し

て
ゐ
る
商
店
も
あ
る
。

從
業
時
間

短
縮

に
よ

つ
て
得
た
飴

暇
を
勤
勢
者
勢
働
大
衆
が
如
何

に
消
費

し
て
ゐ
る
か
、

と

い
ふ
問
題

は
、

「
マ
チ

昌
ヨ

ン
協

調
」
以
來

の
賃
金
値
上

に
關
聯

し

て
興
味
あ
る
問
題

で
あ

る
が
、
こ

の
事
實
を

正
確

に
補

へ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
肚
會
生
活

の
外
面

に
現
れ
た

一
般
的
現
象

に
よ

つ
て
判
噺
す
る
よ
り
仕
方

が
な

い
。
保
健
省
は
勢
働
者

の
爲
め

の
遊
戯
娯
樂
場
を
増
設
、
各

種
組
合
團
盟

の
蓮
動
大
會
等
も
行

は
れ

て
ゐ
た

が
、

ア
メ
リ

カ
人
や
そ
め
他

の
民
族

に
見
る
や
う
な
素
朴

さ
を
持
た
す

、
團
艦
訓

練

や
原
始
的
行
動

に
喜

び
を
求
め
な

い
フ
ラ

ン
ス
人
は
、
組
織
的
な
盟
育
文
化

の
蓮
動

を
試

み
よ
う

と
は
し
な

い
。
植
民
地

の
英

國

人
が
先
づ

ボ
ツ
ケ
や
ラ
グ
ビ
ー

の
チ
ー

ム
を
組

織
す
る
時
、

我
家

の
茶
園

で
鍬
を
持

ち
、
偶

人
生
活
を
樂

し
む
の
が

フ
ラ

ン
ろ

人
で
あ
h
・、
農
民

の
趣
味
と

ア

ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ

晶
ア
リ

ス
ム
が
深

い
性
格
左
形
成

し

て
ゐ
る
。

セ
ー
、ヌ
河

の
魚
釣
風
景
は
巴
里
情

景

の

}
つ
と
な

つ
て
ゐ

る
が
、
人
民
職
線
下

の
セ
ー

ヌ
河
岸

は
ま
た
格

別

で
あ
る
。
魚
釣

の
大
群
衆

は
市
内
公
園

の
池
か
ら
ヴ

ェ
..



ル

サ
イ

ユ
宮
庭

の
池

に
ま

で
及

び

、

ジ

・ユ
ル

・

わ

の
丈
化
的
熱
情
の
獣
如
を
慨
歎
し
た
。

ロ
ー

マ
ン
は
遽

に

「
魚
釣

だ
け

で
は
困
る
」

と
い
ふ
題
目
を
か

玉
げ
、
巴
里
民
衆

、
叢
過
四
十
時
間
制
の
結
果

一
週

四
十
時
聞
制

の
街
頭
風
景
か
ら
感
す
る
吾

々
の
素
人
考

へ
は
、
各
國

が
生
産
力

の
損
充

に
遭
進

し

て
ゐ
る
時
、
如
何
に
し

て

フ
ラ

ン
ス

一
國

だ
け
が
そ

の
埼
外

に
あ

つ
て
こ
れ
ら

の
諸
勢
力
と
封
抗

し
得

る
か
、
と

い
ふ
疑
問

で
あ

つ
た
。

・曝

三
七
年

六
月
噛
ジ

ユ
・鷺
ド
ヴ

の
國
際
勢
働
會
議

の
結

果
は
、
繊
維

工
業

に
野
す
る
勢
働
時
間

の
短
縮

一
週
四
十
時

間
制

が
四

一

封

八
三
で
可
決
さ
れ

て
ゐ
る
が
、

こ
の
や
う
な
協
約

が
成

立
し
た

に
し

て
も

、
關
係
諸

國
が
そ
れ
を
履
行
す
る
と
は
限
ら
な
い

。

の
み
な
ら
す

、
こ
れ
ら
の
票
数

は
國
際
聯

盟

の
場
合

と
同
檬
、
決
議
事
項

に
封
し
直
接
利
害
關
係
を
持
た
な

い
多
歎

の
國
家

が
参

加

し

て
ゐ

る

上

に
、

繊
維

工
業

に
最

も

重
大

な

關
係
を
持

つ
英
國

、
日
本
、
印
度
、

ス
ヰ

ス
、

オ
ラ

ン
グ
が
反
封
投
票
し

て
ゐ

る
。
更

に
繊
維

工
業

以
外

の
部
門

に
於

て
は
必
要
数

三
分

の
二
を
飲
き
、
化
學

、
印
刷

工
業

の
場
合

は
前
者

が
棄
構
数
四
五
、
反

わ

封
激

四
二
に
封
し
七
五
、
後
者

が
棄
樫
、

反
封
八
四
に
樹
し
七

二
と
な

つ
て
ゐ
る
。

,
斯

の
如
く
、

フ
ラ

ン
ス
の
四
十
時

聞
制
は

途

に
フ
ラ

ン
ス
の
四
十
時
聞
制

に

止

ま

り
、

フ
ラ

ン
ス
の
生
産
力
、

特

に
工
業

生

産
力
は
、
.猫
、
英
、
米
、

オ
ラ

ン
ダ
、

ア

メ
リ
カ
に
比

し
て
最
下
位

に
あ
り

、
國

辱
的
生
産
指
数

を
示
し

て
ゐ
る
。

一
九

一
四
年

七
月
基
数

一
〇
〇
と
し

て
、
三
七
年

八
月

の
猫
、

一
二
〇

、
英

、

一
一
八
、
ベ

ル
ギ
ー
、

=
二
〇

に
封

し

フ
ラ

ン
ス
は
三
六
年

四

月

以
來
最
高

一
〇

五

(
三
七
年

五
月

)
を

示
し

て
ゐ
る
に
過
ぎ
す

、
三
七
年

十
月
に
は
完
全

に

一
〇
〇

へ
落

ち

て
ゐ
却
。
・
七
月

二

日

の

「
ラ

ン
穿
ラ

ン
紙
」

に
依
れ
ば
、

フ
ラ

ン
ス
の
石
炭
生
産

は
、
三
六
年

五
月

よ
り
三
七
年

五
月
ま

で
に

一
一
パ
ー

セ

ン
ト
の

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

一
四
九

2)

1)
2)

Marianne,1-9-37.
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・

一
五

〇

減

少
を

示
し
、
.猫
逸

で
は

一
四
も
し
く
は

一
五
パ
ー

セ
ン
ト

の
上
昇

を

見

せ

て
ゐ

る
。

五
月

山
ヶ
月

の

一
日
平
均
石
炭
生
産

は

一
七

一
、
○
○

○
噸

で
あ
ウ
、
四
月
の

一
七
五
(
0
0
0

噸
に
比
し

て

四
、
O
O
O
噸

の
減

少
を

示
し
、
前
年
度

の
五
月

に
比
し

て

六
曳
五
〇

〇
噸
減

で
あ

る
。
」

硬

'

駄

、

【

呪

、

「

勿
論

こ
の
現
象

は
大
罷
業
當
時
か
ら

の
も

の
で
、
輩

に
四
十
時

間
制

の
結
果

で
は
な

い
。
然
し
、

フ
ラ

ン
ス
の
生
産

力
が
四
十

蒔

間
制

の
修

正
な
し

に
は
、

そ
れ
以

上
の
増
大
が

不

可
能

と
盛

難

穿

ま
で
行
詰
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
養

で
あ
る
。

三
七
年
+
二

鴫
9

月
十

七
日

「
ル
・
タ

ン
」

に
嚢
表
さ
れ

た

産
業
調
査
委
員
會

ρ

ー

報

告
は
國
家
経
濟

に
直
接
影
響
を
持

つ
重
要
産
業

の
或

る

部
門

馨
7.

は
既

に
、

現
存

の
勢
働
組
織
下

に
於

て
は
、
μ・生
産

の
最
大
限
度

響

・
謬

為
.離
磯

・
虜

、
蓼

・・。
,

、
峯

悔
い『

・

、.

、

桑

"

、
聾

響

1
6

に
達
し
、
電
力
そ
の
他

一
般
機
械
工
業
に
於
て
も
同
様
の
結
果

3

に
あ
る
こ
と
を
示
し
、

こ
れ
ら
生
産
工
業
に
封
す
る
四
十
蒔
間

制
の
修
正
を
要
求
る
て
ゐ
る
。
殊
忙
國
防
職
時
産
業
に
於
け
る

　

ミ

畢

艸労
功
の
補
給
は
緊
急
を
要
す
る
歌
態
忙
あ
9
、
勢
働
者
側
代
表

調
査
委
員
も
こ
の
瓢
修
正
法
規
の
濫
用
な
き
こ
と
を
條
件
と
し

て
承
認
し
て
ゐ
る
。
・な
ほ
、季
節
産
業
に
於
け
る
勢
働
時
間
補
給

一
ケ
年

一
〇
〇
時
間
の
割
當
決
定
時
期
、相
互
に
密
接
な
關
聯
を

持
つ
商
工
業
、
食
料
品
の
生
産
及
び
取
引
販
費
關
係
、
海
蓮
業
と
気
れ
に
關
聯
し
た
商
工
業
の
聞
に
於
け
る
勢
働
法
適
用
の
調
和

等
、多
く
の
修
正
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
ゐ
。斯
の
如
く
↓三
六
年
の
大
罷
業
と
C
・
G
・
T
の
要
求
か
ち
急
速
な
實
現
を
飴
儀
な
く
さ
れ

♂
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た

噛
マ
チ

ニ
ヨ
ン
協
調
」
ゐ

結
果

は
、
國
内
生

産
消
費
關
係

に
止
ら
す
踊
封
外
貿
易
關
係

に
於

て
も
多
く

に
支
障
を
來

L

て
ゐ
ゐ
。

勿
論

や
勢
働
時
間
め

短
縮
は
、
他

の
失
業
救
濟
事
業

と
虹
ん
で
失
業
者
激

の
減
少
を
見

せ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
結
果
も
亦
必
す

し

も
樂
観
的
な
徴
候

の
み
を

示
し
て
は
ゐ
な

い
。

'

三
七
年

十

一
月
公
表
統
計

に
依
れ

ば
、
同
月
失
業
者
数

は
三
〇
六
、
○
○
○
人
、
前
年
度

四
〇
八
、
0
0
0

忽
此
し

て

一
〇
二
、

O
O

O
も
し
く
は

一
〇
三
、
○
O
O
人

の
減

少
と
な

つ
て
ゐ
る
。
然

し
部
分
的
な
失
業
激

の
増
加
、
殊

に
工
業

生
産
部
門

に
こ
の
傾

向

が
著

し

い
。
、二
月

の
二
七
、
○
O
G

か
ら
四
月

の
三
三
、
O
O
Q

と
な
り
五
月
は
五
八
、
O
O
O
、
九

月

に
は
七
〇
、
O

O
O

に
達

し

て

ゐ

る
。

更

に
、
四
十
時

聞
制

に

よ

る

就
業
牽

は

二
〇
パ
ー

セ

ン
ト
の
期
待

に

反
し
、
事
實

は

五
パ
ー

セ

ン
ト

に

過
ぎ
訟

か
り
た
。

.

・

」

:
'「

賃

金

と

物

慣

騰

貴

「
マ
チ

ニ
ヨ
ン
協

調
」

の
結
果
、

フ
ラ

ン
ス
の
榮
働
大
衆

は
歴
史
的
な
生
活
條

件

の
獲
得

を

見

た

か

の
如
き

印
象
を
與

へ
る

が

、
事
實

、
彼
等

の
生

活
内
容
は
そ
め
後

の
物
債
騰
貴

に
よ

つ
て
殆

ど
得
た

と
こ
ろ
の
大
孚

を
失

つ
た
瓶
態

に
あ

る
つ
'

「
マ
チ

ニ
ヨ
ン
」
協

調
.で
は
平
均
昇
給
率

一
割
二
分
と
な

つ
て
ゐ
る
が
、
事
實

は

一
割

五
分
乃

至
三
割

に
ま

で
蓮

し
、
亭
均
二

割
乃

至

二
割

五
分

の
増
給

と
み
る
こ
と
が
出
來
る
ゆ
更

に
同
年

十
月
以
來
は
四
十
時

間
制

の
施
行
、
物
債
騰
貴

の
結
果
、
當
時

の

給

料

の
二
割
増
給
を
實

現
し

て
ゐ
る
。
即
ち
、
三
六
年

六
月
よ
り
三
七
年

六
月
ま

で
の

一
ヶ
年

、

一
時
聞
平
均
給

料

の
増
給
率
は

四
割
よ
り
五
割

以
上

に
達
し
、
三
七
年

六
月

】
日
、

ル
ー

ペ

エ
ー
、

ト
ー

ル

コ
ア

ン
の
繊

維

工
賃
金

は
五
割
八
分

の
増
給
率

に
達

し

℃

ゐ
る
℃

巴
里
地
匿
金
属

工

の

一
時
闇
平
均
賃

金
は
、
三
七
年

三
月
ま

で
の
遍
ヶ
年
聞
、
修

繕

(
機
械
)
エ
が
六
・
三
八

フ
ラ

ン

最
近
の
佛
國
政
治
事
憶

(
松
尾
)

】
五

一



＼

・

一
五
二

よ
抄

一
〇

・
一
七

フ
ラ

ン
に
達

も
.
普
通
男

工
の
そ
れ

は
四

・
〇
九

フ
ラ

ン
よ
り

七
漁
二
〇

フ
ラ

ン
に
達
し
、て
ゐ
る
っ

∵

』
く

、
巴

里

滞
在
當
時
屡

々
、

日
本

の
榮
働
者

だ

}
フ
ラ
ン
で
飯

を
食

ふ
こ
と

の
眞
傭
を
質
問

さ
れ
た
が

、

フ
ラ

と
ス
め
勢

働
者

に
と

つ
て
は
驚
異
的
な
問
題

で
あ

つ
た

に
違

ひ
な

い
。

}
フ
ラ

ン
は
彼
等
が
食
事
前

に
立
飲

み
す
る

ア
ペ
リ
チ

フ
の
代

に
も
當

ら
す
占

彼
等

の
書
食

の
チ
ッ
プ
代

で
あ

る
。

然
し
、

こ
の
や
う
な
増
給

に
も
拘

ら
す

,
物
債

及
び
生
活
費

の
暴
縢
ほ
更

に
勢
働
者
官
吏

の
賃
金
俸
給
引
上

の
要
求
と
な
り

、
・

昨
年
十
月

か
ら
は
再
び
争
議
時

代

に
入

つ

て

し

ま

つ

た

の

で

あ
ち

9

フ
ラ

ン
ス
の
物
便
騰
貴

は
人
民
戦
線
政
府

の
財
政

、
肚

會
政
策

、「
特

に
螢
働
時
間
短
縮

と
賃
金
値

上

に
件

み
生
産
費

の
昇
騰

、
デ

ヴ
ア
リ

ュ
ア

シ
オ

ン
、
生
産
力
減
退
、
等
を
學
げ
得
る

が
、
物

債
縢
貴

は
軍

に
特
種
生
産
關
係

、
輸
入
品

に

止

ら

す
、

一
般
物
債

、
食
料

品
、
砂
糖
、
肉
類

、
野
茶

に

ま

で

及

ん

で
ゐ

る
。
三

七
年
度
卸

物
債

指
激

は
前
年
度

四
九

六
に
比
し

て
五
九

六
(
一
九

一
四
年
基
数

一
〇
〇

、
種

目
四
五
)
、
國
内
生
産
物

に
就

い
て
は
五
二
二
封
六
四

一
、
輸
入
晶
四
四
八
封

五

一
四
と
な

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
輸
入
品

の

一
割

三
分
高

に
比
し
國
産

品
が
二
割

三
分
高
と
な

つ
て
ゐ
る
。
此
塵

に
人

民
職
線
政
府

の
肚
會
政
策

の
反
影

が
あ
る
と
見

る
の
は
至
當

で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
小
費
物
債

指
激

は
五
五
〇

よ
り
六
六
四
と
な

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
前
年

度

に
比
し

て
卸

物
債

は
二
割

、
小
費
物
債

は
二
割

一
分
騰
貴
し

て
ゐ
る

が
、
こ
れ

は
大
罷
業
前
年
度

三
五
年

の
物
債
指
数

と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
卸
物
便

七
割

二
分

、
小
費

物
債

五
割

一
分
高

と
な

つ
て

ゐ
る
。

こ
れ

花
封
し
巴
里

の
榮
働
者

四
汰
家
族

の
生
括
費

指
激

は
三
六
年
度

の
五
四
〇
よ
り
六
三
〇

に
上

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
生
滑

ン

へ

　

費

一
割
七
分
高
と
な
る
。

こ
れ
を

フ
ラ

ン
ス
全
髄

と
し

て
見
る
場
合
、
十
月

三
十

一
日

の

「
エ
ク

セ
ル

シ
オ
ー

ル
」

に
依
れ
ば
、

三
五
年
十

一
月
に
比
し

て
三
割

三
分
も
し
く
は

三
割

五
分
高
と
な

つ
て
ゐ
る
。

・
陶斯

の
如
く

、
三
六
年

五
月

の
大
罷
業
前
後

、
三
十
五
年
よ
ゆ
三
七
年

ま

で
の
物
儂

及
び
生
計
指
激

の
上
昇
線
を
辿

る
な
ら
ば
、
監

1)LeTemps,27・-s2・-37,F短d6ricJe皿y。



勢
働
者

の
増
給
は
殆

ど
棒
引
と
な

つ
て
ゐ
る
。
然

し
最

も
憐

む

べ
き
は
申
産
階
級

で
あ

る
の
彼
等

の
定
牧
入

が
依
然

と
し

て
ゐ
る

の
に
生
活
費
は
睨

に
昨
年
七
月
當
時

、
李
均
二
割
高

と
な

つ
て
ゐ
る
。
小
利
子
生
活
者

の
場
合
も
同
様

で
あ

る
が
、
彼
等

の
所
有

す

る
有
債
謹
券

は
四
割
近
く

の
下
落
を

示
し
て
ゐ
る
。
所
謂
自
由
職
業
者

、
新
聞

記
者

、
辮
護
士
、
醤
者

等
は
お
よ
そ
人
民
職
線

の
恩
恵

か
ら
遠

い
人
達
で
あ

つ
て
、
巴
里
の
有
力
薪
聞

の
大
孚

が
反
人
民
職
線
派
で
あ
る

理
由

も
、
翠

に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
だ
け

の

問
題

で
は
な

い
。

人
民
職
線

と
共

産
窯

9

こ

の
や
う

に
、

フ
ラ

ン
ス
の
人
民
職
線

は
外
交

、
財
政

の
危
機

に
加

へ
て
物
債

騰
貴

と
勢
働

争
議

の
歯
車

を
廻
繭

し
て
來
た

の

で
あ
る
が
、
勢

働
孚
議
を
申
心

と
し

て
見

る
時
、
特

に
三
七
年
末
期

に
於

て
著
し
く
現
れ

て
來

た
特
徴

は
、
團
膣
契
約
樺
期
限
絡

了

に
關
す
る
螢
資

の
封
立
と
人

民
職
線
政
府

の
ス
ペ
イ

ン
内
齪
不

干
渉

主
義

に
封
す

る
勢
働
者
側

の
不
満

で
あ

る
。
賃
金
値
上

の

要
求
箇
條
と
と
も

に
ス
ペ
イ

ン
政
府

軍
を
援
助

せ
よ
、
と

い
ふ
政
治

上

の
要
求
が
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
は
、
孚
議
指
導
者

の
所

在

と
意
圖
を

明
瞭

に
示
す
も

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ

が
共
産
窯

員

で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま

で
も
な

い
。
從
來

の
セ
ク
ト
主
義
を
放
棄

し

て
ゐ
る
が
、
そ
れ

は
職
術
的
な
手
段

と
し

て
廻
り
道
を

し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
。

目
指
す
場
所
は
同

じ
地
鮎

に
在
る
。

一
九

三

六
年

▼一
月
、
ヴ
イ

ル
・
ル
バ
ー

ヌ
大
會
當
時
、
八
六
、
九
〇

二
に
過
ぎ
な

か

つ
た
共
産
窯
員

は
、
今
日
、

三
四

一
、
○
○
○

の
増
加

を

示
し

て
ゐ

る
。
細
胞
歎
は
、
四
」
三
二

一
よ
り

一
二
、
九
九

二
と
な

り
、
そ

の
申
、
四
、
〇

四

一
が

工
場
企
業

關
係

で
あ
り
、
巴

里
地
匠

の
そ
れ
億

二
〇

三
よ
り

八
九
〇

に
達
し

て
ゐ
る
ゆ

三
七
年

十
二
月
二
十
九

日
(
巴
里
市
交
通
機
關

の
大
罷
業
當

日
)
、
ア

ル

ル
・
シ

ユ
ル
、

ロ
ー

ヌ
の
第
九
回
大
會

で
は
」
農

民

の
共
産
化
と
上
院

の
改
革

が
叫
ば
れ

て
ゐ
る
が
?
彼
等

の
目
標
と
人
民
職
線

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

一
五
三



一
五
四

内

に
於

け
る
役
割

は

「
我

々
は

・
、

.

に
於
け
る
が
如
く
完
全

に
資
本
主
義
機
構
を
破
壌
し

て
は
ゐ
な

い
。

せ
い
ぜ

い
人

民
戦
線
を
形
成
し
た
に
過
ぎ
ぬ
」

と

い
ふ
指
導
者

の
演
読

に
よ

つ
て
明
白

で
あ
る
。

穿

・
三
七
年

の
孚
議
中
、
本

年

三
月

の
第

二
次

シ

ヨ
ー

タ

ン
内
閣
渡
落

と
關
聯

し

て
興
味

が
あ

る
の
は
十
二
月

二
十
九
、
三
十
一
三

十

一
日

に
渡

る
巴
里
市
螢
交

通
機
關

、
「バ

ス
、
地
下
鐵

の
罷
業

で
あ

る
、

こ

の
罷
業

は
ガ

ス
、
暖

房
に
ま

で
及

ぶ
筈

で
あ

つ
た

が
實
際

に
罷
業

が
行
は
れ
た

の
は
交
通
機
關

に
止
り
、
そ
れ
悉

三
十
日

の

一
日
を
経

て
翌
朝
か
ら
は
蓮
韓
を
始
め
た
ρ
・箏
議

の
表

面

に
現
れ
た
鐵
か
ら
判
断
す
れ
ば
例
に
よ
つ
て
物
債
騰
貴

に
俘

ふ
賃
金
値
上

の
問
題

に
限

ら
れ

て
ゐ
る
。

巴
里
市
會
は
從
業
員

艦

封

し
三
七
年
度
給

料
割
増
を
三
同
に
分
ち
、
官
吏

と
同
率

の
増
給
を
決
議
し
㍉
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
に
は
総
額

二
丙
四
〇
〇
法

の
増
給
を
實
行

、
こ
れ
以
上

の
増
給
は
官
吏

と
の
均
衡
上
、
.
且

つ
政
府

の
命
令

に

よ

つ

て

不
可
能

で
あ
る
、

と
獲
表
し

て
ゐ
る

が
、
從
業
員

側
で
は
、

一
ケ
月

五
〇
法

の
増
給

に
過
ぎ
す

、
こ
れ

は
官
吏

の
場
合

の
牛
額

で
あ
る
と
稻

し
」
年

額

=

一、
八
〇
〇

法

の
給

料
を
要
求
し
て
ゐ
る
。

こ

の
争
議

で
注
目
す

べ
き
窯
は
、
お
よ
そ
肚
會

奉
仕
的
性
質
を
持

つ
交
通
機
關
や
病
院
施
設

に
ま

で
及

ぶ
機
關

の
罷
業

は
、

一
般
市

民
大
衆

の
反
感
を
買

ふ
結
果

、
そ
れ
を
無
覗
す

る
罷
業

の
動
機
ば

極

め
て
重
大
な
性
質
を
持

つ

も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

滋
、
然

る

に
ご
、の
罷
業

は
事
實

上
増
給
實
施
中

の
出
來
事

で
あ
り
、
然

も
全
く
突
然

に
行

は
れ
、
從
業

員

の
約
七
割

が
孚
議
指
導
者

に
よ

つ
て
強
制
的

に
就
業

を
禁
止

さ
れ

て
ゐ
る
。
更

に
こ
の
罷
業

は
官
吏

の
増
俸
問
題

と
關
聯
し

て
從

業
員

と
政
府

と
の
封

立
關
係
を
持

ち
、
首

相

シ
ヨ
ー

タ

ン
は
罷
業
を
停

止
せ
ざ
る
限
り
C

・
G

・
T

の
如

何
な
る
代
表
者

と
も
會

談

す

る
こ
と
を

拒
絶
し
、
争
議
團

に
野
す
る
強
行
な
態
度
を
示
し
た
。
こ

の
事
實

は
人
民
職
線

政
府

と
共
産
蕪

の
分

裂
を
暗

示
す

る
も

の
で
あ
り
、
人
民
職
線
誕
生
以
來

そ
れ

が
最
も
明
白

に
現
れ
た
瓢

で
注
意

に
債
す

る
。
然

し
、
共
産
窯

の
肚
會

攣
革

の
方
針

芝

人
民
職
線

政
府

の
肚

會
政
策

と
の
纏
れ
は
既

に
ブ
リ

ユ
ム
の
財
政
全
権
委
任
案

が
三
七
年

六
月
十
七
日
、
下
院

に
提
出

さ
れ
た



時

に
始

つ
て
ゐ
る
。

人
民
職
線
内
閣
成
立
よ
う
崩
壊

へ
の
経
過

'

ブ
リ

ユ
ム
の
金
融
財
政
全
椹
委
任
法
案

は
既

に
十
五
日
、
下
院
財
政
委
員
會

に
於

て
賛
否
同
藪

の
封
立
を
示
し
、
委
員
長

の
賛

成
投
票

に
よ

つ
て
辛
く
も
下
院
提
出

の
蓮
び

に
至

つ
た
も

の
で
、
結

局
下
院

で
は
二
四
七
票
封
三
四
六
票

で
通
過
し
た
。
賛
成
投

票
申

に
は
共
産
蕪

が
参
加
し

て
ゐ
る
が
、
若
し
共
産
窯

の
反
封

が
あ

つ
た
場
合

、
ブ
リ

ユ
ム
内
閣

の
蓮
命

は
こ
の
時

に
決
定

し
た

の

で
あ

つ
て
、
然
も
共
産
蕪

は
ブ
リ

ユ
ム
の
間
接

課
税

に
反
封
し
、
投
票
直
前
ま

で
、
全
権

委
任
案

に
封
す

る
棄
樫
を
決
定
し

て

ゐ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
棄
権

の
理
由
は
、
郵
税
引
上

、
ク
バ

コ
値

上

に
よ

つ
て
大
衆

の
生
活
を
脅
か
す
と

い
ふ
こ
と
の
他

に
、

ブ

リ

ユ
ム
の
ス

ペ
イ

ン
不

干
渉

主
義

、
特

に
ビ

ル
バ
オ
の
陥
落

が
迫

つ
て
ゐ
た
事
情

か
ら
共
産
窯

の
不
満
を
想
像
す
る
ζ
と
が
出
來

る
、
然

し
更

に
不
思
議
な
事
實

は
、
投
票

に
際

し
突

如
態
度
を
攣
更
し
た
こ
と
で
あ

る
、

こ
の
當
時

フ
ラ

ン
ス
の
財
政
は
極
度

に

逼
迫
し
、
五
百
億
法

に
達
す
る
資
金

の
流
出
、
三
百
億

の
赤
字
、
公
債

利
金

の
低

下
、
爲
替
均
衡
資

金
の
駅

乏
、

フ
ラ

ン
ス
銀
行

よ
り

の
借

入
困
難

等
に
よ
り
窮

地

に
陪

つ
た
結
果
、
大
衆
課
税

の
如
き
」
人
民
職
線

政
策

に
反
す
る
増
税
ま
で
含

め
た
全
権

委
任

案

が
生
れ
た

の
で
あ
る

◎
然

し
て
こ
の
や
う
な
傾
向
は
や
が

て
途

に
人
民
職
線
政
府

の
根
本
政
策
を

も
蟻

牲
に
す
る
ま

で
進
行

し

な

け
れ

ば
な
ら
な
か

つ
た
。
辛

じ

て
下
院
を
通
過
し
た
ブ
リ

ユ
ム
の
全
権
案
は

二
十

一
日
、
上
院

で
否
決

さ
れ

、
人
民
職
線
成
立

以
來

一
ヶ
年
捨

ブ
リ

ユ
ム
内
閣

は
総
僻
職
し
た
。

、
、

「

ト

・

-

後

縫
内
閣
は
急
進
砒
會
當
而
シ
匂
ー

タ

ン
の
手

に
落
ち
た
が
、
政
策

は
ブ
リ

ユ
ム
の
金
融
財
政
政
策

の
上

艦

立

つ
も

の

で
あ

つ

て
、

こ
の
當
時

の
㌢

ヨ
コ

汐

ン
は
未
だ
ブ
リ

ユ
ム
以
來

の
入
民
職
線
的
肚
會
政
策

を
踏
襲
し

て
ゐ
た
、
閣
員
藪
も
二

一
大
臣

、
次

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

煽
五
五



一
五
六

官
合
計

三
五
名
申
、
・急
進

】
七
名
、

融
會

一
四
名

で

あ

る
↓

但
し
藏
相

は

鮭
會
窯

の
オ
リ
オ
監

ル
が
急
進

の
ポ
ネ
に
代

つ
て
ゐ

る
9

シ

ヨ
ー

タ
ン
の
全
櫻
案

が
む

し
ろ

ブ
リ

ユ
ム
の
そ
れ

以
來
廣
汎
な
範

園

に
渡

つ
て
ゐ
る
に
拘

ら
す

、
下
院

の
信
任
投
票

に
成

功

し
た

こ
と
は

フ
ラ

ン
ス
の
議
會
政
治
が

つ
ね

に
例
を

示
し

て
ゐ
る
藏
相

の
更
迭

が

一
つ
の
心
理
的
役
割
を
演
じ

て
ゐ
る

の
で
は

な

い
か
と
思

ふ
。

こ
の
場

合

、
日
本

に
就

い
て
云

ふ
な
ら
ば
、
馬
場
財
政

が
結
城
財
政

に
攣

つ
た
こ
と
に
相
當
す

る
だ
ら

、
5
。

シ

ョ
ー

ク

ン
内
閣

が
掲
げ
た
綱
領

は
、
フ
ラ

ン
貨

の
安
定

、

フ
ラ

ン
ス
銀
行

よ
り
薪

規
借

入
、
増
税

に
よ
る
赤
字
填
補

、
投
機

、
F
脆

税

の
防

止
、
等

で
あ
り
、
増
税

に
よ
る
新
財

源

は
百
億

以
上

に
達

し
、
そ

の
申
、
共
産
窯
を
宙

に
迷
は
せ
た
大
衆
課
税

、
郵
税
ゆ
,

タ

バ

コ
、
鐡
道
運
賃

の
値
上
も
含
ま

れ
て
ゐ
る
。

ク
バ

コ
が
二
割
高
、
市
内
郵
便
葉
書

が
六
五

サ

ン
チ
ー

ム
と
な
り
冷
故

郷
に
禺

す
郵
便

が

一
法

七
五
サ

ン
チ

ー

ム
∩
地
下
鐡

が

一
法

に
な

つ
て
驚

い
た

の
も

こ
の
時

で
あ
る
。

シ
ヨ
ー

タ

ン
の
財
政
案

申
、
爲
替

管

理
は
行

は
な

い
、

と

い
ふ
條
件
を
護
見

し

た
が
、

本
年

一
月
第

一
次

シ

ョ
ー

タ

ン
内
閣
総
僻
職

の
原
因

は

既

に
此
塵

に
あ

つ

た
。
内
閣

の
更
迭

と
は
無
關
係

に
勢
資

の
封
立
は

「
マ
チ

昌
ヨ
ン
協
調
」
以
來

の
團
罷
契
約
櫨
満
期

と

当
も

に
釜

々
鋭
ぐ
、
.
巴
里

市
交
通
罷
業

の
直
前

に
は
蓮
逡
勢
働
者

の
罷
業

が
あ
り
、
停
車
場

よ
り
市
場

へ
の
食
料
蓮
搬

も
軍
除

の
手
を
借
り
な

け
れ
ば
な
ら

な
か

つ
た
。
そ

の
他
金
属

工
の
罷
業

、
工
場
占
擦
等
依
然

と
し

て
行

は
れ
、
肚
會

不
安

、
資
本

の
逃
避
等

、

フ
ラ

ン
ス
の
人
民
戦

線

は
そ
の
内

部
的
分

裂
と
國
家

の
危
機
を
深
め
る
ば

か
り
で
あ

つ
た
。
螢
働
争
議

に
封
す

る
急
進
肚
會
蕪

の
強
硬
策
と
爲
替
管

理

案

を
続

る
肚
禽
窯

、
共
産
蕪

の
人
民
職
線
的
政
策

と
は
逮

に

一
月
十
四

日
、

シ
ヨ
ー

ク

ン
内
閣

の
総
僻
職

と
な

つ
て
現
れ
た
。

.

後

縫
内
閣

は
第

一
蕪

の
杜
會
窯

に
よ
つ
て
再
び
ブ
リ

ユ
ム
内
閣
を
見

る
か
と
思

つ
た

が
、
既

に
急
進
肚
會
難
野
就
會
、
共

産

の

封

立
化
は
明
瞭
と
な
り

、
ブ
リ

ユ
ふ
の
共
産
窯

ど

の
提
携

に
よ
る
人
民
職
線
組
織

は
急
進
砒
會
蕪

の
反
封

と
な
レ
、
途

に
再

び
第

二
次

シ

ヨ
ー

タ

ン
杓
閣
と
な

つ
て
現
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
第

二
次

シ
ヨ
ー

ク

ン
内
閣
は

二
名
を
除

き
悉
く
急
進
肚
會
黛
員

で
あ



り

.
就
會

、
共
産
蕪
は
全
く
除

外
さ
れ

て
し
ま

つ
た
。
所
謂
人
民
職
線
内
閣
な

る
も

の
は
崩
壌

し
、

フ
ラ

ン
ス
の
就
會

は
こ
の
時

を
機

と
し
、
漸
次
右
傾
し
始

め
た
。

三
月

三
日

に
は
途

に
薪
勢
働
法
案

の
通
過

と
な
り
、
こ

の
時

は
就
會
黛

も
共
産
窯

と
離
れ
、

右

翼
側

に
來

て
ゐ
る
。
然

し
,

プ
ア
シ
ス
ト
國
家

、
特

に
猫
逸
に
封
す
る
國
防

の
彊
化

は
、
釜

々
人
民
職
線
的
肚
會

政
策

の
放
葉

を
飴
儀
な
く
さ
れ
事
四
十
時
間
制
も
四
十
五
時
聞
制

に
決
定
し
た

の
で
あ
る
が
、
途

に
肚
會
窯

と
共
産
窯

と
の
提
携

に
よ
り
、
勢

働
者

の
騒
然

た
る
興
奮

と
示
威
蓮
動

の
中

に
、
再

び

シ

ヨ
」

タ

ン
内
閣

の
僻
職

と
な

つ
た
◎

再
度

の
ブ
リ

ユ
ム
内
閣

は
そ

の
財
政
全
椹
案

が
上
院

で
否
決

さ
れ
た
爲

め

一
ヶ
月
足

ら
す
し

て
僻
職
し
た
が
、
勢
働
者

の
上
院

に
封
す

る
不
満

は
途

に
爆
嚢

し
、
上
院

の
包
園
、
警
官
除

の
出
動
、
軍
需
工
場

の
罷
業

を
見
る

に
至
り
、

こ
の
騒
然

た
る
肚
會
不

安

と
猫
懊
合
併

の
脅
威

の
申
に
、
現
在

の
ダ

ラ
デ
イ

ェ
内
閣

と
な
の
」
肚
會
蕪
、
共

産
蕪

を
除
き
、
急

進
窯

及
び
少
歎

の
申
央
諸

派
を
加

へ
た
所
謂

フ
ラ

ン
ス
國
防
政
府

の
前
進

と
な

つ
た

の
で
あ
る
が
、
果

し

て
今
後

の
フ
ラ

ン
ス
が
勢
資

の
封
立
を
緩

和
し
つ

つ
、
國

防
國
策

の
途
行

に
適
進

し

て
行
く
か
否
か
、
そ
こ
か
ら
生
す

る
更

に
薪

な

る
肚
會
不
安

に
封
し

て
懸
念
な
き
や
否

や
。

ド

最
近
の
佛
國
政
治
事
情

(
松
尾
)

一
五
七




